
式
典
で
田
口
知
明
市
長
は
「
昨
年

は
、元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、

４
０
０
人
以
上
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、

全
壊
家
屋
が
８
千
棟
以
上
に
の
ぼ
る
甚

大
な
被
害
と
な
っ
た
。
9
月
に
は
豪
雨

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
現
在
も
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
多
数

お
り
、
復
旧
復
興
も
ま
だ
道
半
ば
。
被

災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
興
を
祈
念
す
る
。
ま
た
、
昨
年
７
月

に
は
秋
田
県
や
山
形
県
で
大
雨
被
害
が

発
生
し
、
仙
北
市
で
は
人
的
被
害
や
建

物
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
林

道
の
一
部
崩
落
や
田
の
畦
畔
の
損
壊
な

ど
農
林
水
産
関
係
で
被
害
が
あ
っ
た
。

消
防
団
の
皆
さ
ま
に
は
危
険
が
ひ
そ
む

な
か
パ
ト
ロ
ー
ル
、
被
害
拡
大
防
止
の

活
動
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
日
頃
よ
り
消
防

防
災
の
最
前
線
で
昼
夜
を
分
か
た
ず
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
危
険
を
顧
み
ず
職
務

を
遂
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
毎
年
の

よ
う
に
発
生
す
る
地
震
や
台
風
、
線
状

降
水
帯
に
よ
る
大
雨
被
害
、
夏
場
の
高

温
な
ど
の
異
常
気
象
は
、
も
は
や
特
別

で
ま
れ
な
も
の
で
は
な
く
、
常
に
自
然

災
害
の
発
生
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
域
密
着
で
活
動
し
て
い
る
消
防

団
の
存
在
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
。
仙
北
市
消
防
団
員
と
し
て
、
そ

の
結
束
を
さ
ら
に
強
く
し
て
い
た
だ

き
、
市
民
と
市
民
生
活
を
守
る
消
防
精

神
を
堅
持
し
、
一
層
ご
尽
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

下
田
忠
浩
仙
北
市
消
防
団
長
は
「
自

分
た
ち
の
街
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
決
意
の
も
と
、
自
ら
の
生
業
繁
忙

の
な
か
消
防
業
務
に
精
進
さ
れ
て
い
る

ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
い
つ
何

時
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
火
災
に
対

し
、
地
域
の
安
全
を
確
保
し
市
民
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
、
な
お
一
層
の
消

防
力
の
強
化
に
励
む
所
存
で
あ
る
」
と

訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
で
は
こ
の
ほ
か
、
永
年
勤
続
者

の
表
彰
や
消
防
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
、
令
和
6
年
中
に
入
団
し
た
新
入
団

員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　1月6日、仙北市消防出初式が仙
北市民会館で開催され、団員や関係
者などおよそ210人が参加しまし
た。
　式典に先立ち、市民会館前の駐車
場で観閲式が行われたほか、団員
160人が力強く分列行進しました。

〈秋
田
県
知
事
表
彰
〉

【
有
功
章
】

▼
藤
枝
誠
（
第
10
分
団
）
▼
佐
藤
泰
人

（
第
4
分
団
）
▼
門
脇
篤
美
（
第
6
分

団
）
▼
小
野
昭
巳
（
第
7
分
団
）
▼
鈴

木
浩
一
（
第
9
分
団
）
▼
仙
波
覚
（
第

10
分
団
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）】

▼
小
西
芳
雄
（
第
2
分
団
）
▼
佐
藤
大

（
第
7
分
団
）
▼
辻
広
勝
（
第
9
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

▼
鈴
木
泰
昌
（
第
9
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

▼
髙
橋
秀
作
（
第
8
分
団
）
▼
浅
利
寿

（
第
6
分
団
）
▼
髙
橋
英
樹
（
第
4
分

団
）
▼
武
藤
建
政
（
第
6
分
団
）
▼
草

彅
民
夫
（
第
7
分
団
）
▼
髙
橋
靖
（
第

4
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

▼
大
石
望
（
第
4
分
団
）
▼
水
平
幹
人

（
第
10
分
団
）
▼
大
山
博
信
（
第
4
分

団
）
▼
糸
井
直
紹
（
第
10
分
団
）
▼
藤

村
隆
幸
（
第
4
分
団
）
▼
佐
藤
正
輝

（
第
5
分
団
）
▼
藤
川
信
喜
（
第
10
分

団
）
▼
戸
澤
敏
之
（
第
10
分
団
）
▼
千

葉
茂
樹
（
第
2
分
団
）
▼
真
崎
成
行

（
第
4
分
団
）
▼
芳
賀
大
樹
（
第
5
分

団
）

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

▼
阿
部
一
公
（
第
6
分
団
）
▼
福
井
弘

（
第
7
分
団
）
▼
黒
澤
広
志
（
第
10
分

団
）
▼
千
葉
光
一
（
第
2
分
団
）
▼
坂

本
博
美（
第
3
分
団
）▼
小
林
有
博（
第

5
分
団
）
▼
佐
藤
明
広
（
第
5
分
団
）

▼
橋
本
真
治
（
第
6
分
団
）
▼
佐
藤
敬

多
郎（
第
7
分
団
）▼
小
木
田
成
喜（
第

9
分
団
）
▼
辻
谷
栄
喜
（
第
9
分
団
）

▼
中
島
竜
臣
（
第
1
分
団
）
▼
三
浦
君

夫
（
第
3
分
団
）
▼
髙
橋
武
彦
（
第
4

分
団
）▼
田
中
樹（
第
5
分
団
）▼
佐
々

木
忠
晴（
第
5
分
団
）▼
堀
登
志
之（
第

5
分
団
）
▼
柏
谷
匡
（
第
6
分
団
）
▼

若
松
優
一
（
第
6
分
団
）
▼
髙
橋
清
嗣

（
第
8
分
団
）
▼
草
彅
伸
（
第
8
分
団
）

▼
黒
澤
仁
（
第
10
分
団
）

〈仙
北
市
長
表
彰
〉

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章
（
41
年
以
上
勤

務
）】▼

平
岡
悟
（
第
4
分
団
）
▼
齋
藤
和
美

（
第
5
分
団
））

【
功
労
章

（
26
年
以
上
勤
務
で
階
級
が
班
長
以
上
）】

▼
齋
藤
隆
志
（
第
5
分
団
）
▼
浦
山

力
（
第
1
分
団
）
▼
大
山
博
信
（
第

4
分
団
）
▼
阿
部
幸
喜
（
第
5
分
団
）

▼
佐
々
木
道
敏
（
第
5
分
団
）
▼
佐
藤

一
也
（
第
8
分
団
）
▼
工
藤
勝
博
（
第

2
分
団
）
▼
門
脇
尚
徳
（
第
5
分
団
）

▼
林
崎
和
幸
（
第
9
分
団
）

【
功
績
章
（
15
年
以
上
勤
務
）】

▼
松
橋
佑
（
第
1
分
団
）
▼
西
宮
三

春（
団
本
部
）▼
大
石
友
子（
団
本
部
）

▼
倉
橋
薫
（
第
3
分
団
）
▼
林
崎
智
美

（
第
9
分
団
）
▼
本
田
翔
平
（
第
10
分

団
）
▼
齋
藤
美
香
（
団
本
部
）
▼
橋
本

由
佳
乃
（
団
本
部
）
▼
御
崎
春
彦
（
第

3
分
団
）
▼
地
主
貴
尋
（
第
3
分
団
）

▼
齊
藤
弥
稔
（
第
4
分
団
）
▼
西
宮
賢

（
第
5
分
団
）
▼
齋
藤
宗
徳
（
第
5
分

団
）
▼
浅
利
学
人
（
第
6
分
団
）
▼
鈴

木
恵
（
第
7
分
団
）
▼
加
賀
谷
克
（
第

7
分
団
）
▼
千
葉
崇
（
第
8
分
団
）
▼

伊
藤
満
（
第
9
分
団
）
▼
黒
澤
賢
太
郎

（
第
10
分
団
）

【
無
火
災
分
団
】（
2
年
間
無
火
災
）

▼
第
2
分
団

【
優
良
分
団
】

▼
第
10
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部

消
防
訓
練
大
会
規
律
訓
練
の
部
第
２

位
）
▼
第
4
分
団
（
大
仙
仙
北
美
郷

支
部
消
防
訓
練
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
第
3
位
）

【
感
謝
状
】

▼
前
団
長
佐
藤
乃
三
▼
前
分
団
長

安
達
政
治
▼
前
分
団
長
伊
藤
一
美

▼
前
分
団
長
藤
村
治
彦
▼
前
分
団
長

石
郷
岡
秀
雄
▼
前
副
分
団
長
戸
村
正

光
▼
前
副
分
団
長
青
柳
和
美
▼
前

副
分
団
長
渡
辺
雅
宏

〈秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

▼
浅
利
健
勇
（
第
1
分
団
）
▼
浅
利
孝

宏
（
第
1
分
団
）
▼
田
口
拓
弥
（
第
3

分
団
）
▼
荒
澤
勇
希
（
第
4
分
団
）
▼

菅
原
龍
哉
（
第
9
分
団
）
▼
阿
部
千
晶

（
団
本
部
）
▼
大
澤
和
樹
（
第
10
分
団
）

▼
伊
藤
広
幸
（
第
1
分
団
）
▼
堀
川
凌

（
第
1
分
団
）
▼
中
島
亮
太
（
第
1
分

団
）
▼
松
尾
勇
一
（
第
2
分
団
）
▼
新

山
良
和（
第
4
分
団
）▼
吉
村
陽
介（
第

4
分
団
）
▼
清
水
翼
（
第
4
分
団
）
▼

奥
淳
治
郎（
第
4
分
団
）▼
武
藤
慈（
第

6
分
団
）
▼
畠
山
裕
輔
（
第
6
分
団
）

▼
佐
藤
麻
美
（
第
7
分
団
）
▼
鈴
木
邦

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
／
所
属
）

尚
（
第
9
分
団
）
▼
辻
吉
広
（
第
9
分

団
）
▼
田
口
晃
（
第
10
分
団
）
▼
戸
澤

和
美
（
第
10
分
団
）
▼
戸
澤
政
一
（
第

10
分
団
）

〈秋
田
県
消
防
協
会

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
〉

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

▼
熊
谷
千
秋
（
第
1
分
団
）
▼
伊
藤

邦
仁
（
第
1
分
団
）
▼
千
葉
康
幸
（
第

2
分
団
）
▼
樋
口
龍
美
（
第
2
分
団
）

▼
鈴
木
匠
（
第
2
分
団
）
▼
髙
橋
良

宣
（
第
3
分
団
）
▼
畠
山
靖
（
第
3

分
団
）
▼
髙
橋
利
幸
（
第
3
分
団
）
▼

樋
口
将
志
（
第
3
分
団
）
▼
工
藤
周

（
第
4
分
団
）
▼
松
本
成
年
（
第
7
分

団
）
▼
岩
城
幸
二
（
第
7
分
団
）
▼
佐

藤
孝
太
（
第
7
分
団
）
▼
佐
々
木
桂

一
郎
（
第
8
分
団
）
▼
木
元
康
幸
（
第

8
分
団
）
▼
藤
原
直
美
（
第
9
分
団
）

▼
藤
井
大
夢
（
第
9
分
団
）
▼
辻
暁

汰
（
第
9
分
団
）
▼
髙
橋
与
志
美
（
第

10
分
団
）

〈仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
〉

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

▼
伊
藤
和
枝
（
団
本
部
）
▼
守
屋
悦
子

（
第
3
分
団
）
▼
佐
々
木
剛
（
第
4
分

団
）
▼
門
脇
春
樹
（
第
6
分
団
）

【
優
良
団
員
】

▼
藤
枝
誠
（
第
10
分
団
）（
大
仙
仙
北

美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会
規
律
訓
練

の
部
指
揮
者
）
▼
佐
々
木
剛
（
第
4

分
団
）（
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消
防
訓

練
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
2
番

員
）

仙北市民会館前を分列行進する様子。

下田忠浩消防団長の訓示。 式典では各章の表彰が行われました。

新入団員の紹介も行われました。

　1月6日、仙北市消防出初式が仙

仙
北
市
消
防
出
初
式

決
意
を
あ
ら
た
に
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善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

武心会 角館本部道場所属の
　　　　  高橋 凛さんが優勝

 第 28 回全東北空手道選手権大会

　11月24日、宮城県栗原市で開催された第28回
全東北空手道選手権大会 中学２年女子45kg以上の
部で高橋凛さん（西明寺中学校２年）が優勝に輝き、
１月26日に大阪府大阪市で行われる第7回W・K・
Oジャパンアスリートカップに出場が決まりました。

角館小学校金管バンド部
 ドリームハーモニーが銀賞受賞

 第 52 回マーチングバンド全国大会

　12月14日と15日、埼玉県さいたま市で「第52回マー
チングバンド全国大会」が開催され、角館小学校金管バン
ド部ドリームハーモニーが小学生の部で銀賞を受賞しまし
た。
　12月19日に市役所西木庁舎を訪れた部員の代表3人か
ら、須田教育長へ受賞を報告しました。

令和6年秋の褒章

荒 町 集 落 会

社会奉仕活動功績

昭
和
52
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
線
・
神
代
駅
の

清
掃
を
年
4
回
実
施
。駅
舎
の
清
掃
以
外
に
も
、

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

の
見
守
り
活
動
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
と
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

＜秋の叙勲＞ 令
和
6
年
秋
の
褒
章
が
発
表
さ
れ
、
荒
町
集
落
会
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

緑綬褒章

国際ソロプチミスト大曲から
児童図書を寄贈いただきました
　12月23日、国際ソロプチミスト大曲から、市内の児
童クラブへ児童図書33冊（５万円相当）を寄贈いただき
ました。
　当日、市役所角館庁舎に杉田郁子会長を含む４人が訪問
され、納品された図書の確認や図書にラベルを貼る作業を
していただきました。
　同団体からは、平成30年６月から児童図書を寄贈いた
だいており、今回で５度目となります。寄贈いただいた児
童図書は、子どもたちが熱心に読んでいます。

非行防止・健全育成標語入賞作品
　仙北地区少年保護育成委員会では、非行防止・健全育成を目的に標語を募集したところ397点の作品が集まり、各
部門の入賞作品は次のとおり決定しました。※敬称略

小学校の部【優秀賞】
▶ 「だいじょうぶ？」 勇気を出して 声かけよう （澤山莉心 ・

西明寺小学校 6 年）

【優良賞】
▶一言で 深いきずなが くずれだす （三浦結人 ・ 生保内小学

校 6 年） ▶やみバイト 入って始まる あくの世界 （佐藤叶望 ・

桧木内小学校４年） ▶いい話 悪への道かも 気をつけて （齋

藤和志 ・ 桧木内小学校 6 年） ▶こんにちは 気持ちいいあい

さつ 笑顔咲く （稲田ゆい・生保内小学校５年） ▶守ろうよ ルー

ルはみんなの 幸せのため （藤原伸己 ・ 角館小学校４年） ▶考

えて 言葉や表情 その意味を （田中萌依 ・ 西明寺小学校６年）

中学校の部【優秀賞】
▶書きこんだ その一言を 見直そう （大澤あかり ・ 角館中学校

3 年）

▶気をつけて 二度と消えない その送信 （髙橋蒼哉 ・ 生保内中

学校１年）

【優良賞】
▶そのクリックが 未来の自分 左右する （浅利幸希 ・ 西明寺中

学校１年） ▶手を止めて 後悔残る その前に （佐藤心温 ・ 西明

寺中学校３年） ▶魔の手口 自分の身近に ひそんでる （佐藤伊

咲季 ・ 神代中学校２年） ▶動画より 毎日見たいの 家族の笑顔

（八柳璃空 ・ 神代中学校１年）
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師範大学附属高級中学の校門に「角館高校歓迎」の文字が飾られました。

外
国
人
留
学
生
・
大
卒
外
国
人
向
け

合
同
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
会

12
月
23
日
、
外
国
人
留
学
生
・
大
卒
外
国
人
向
け
合
同

企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
会
が
市
役
所
角
館
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、

市
内
企
業
な
ど
の
６
社
が
出
展
し
ま
し
た
。

同
会
に
は
、
県
内
大
学
の
留
学
生
や
高
度
外
国
人
材
等

受
入
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
市
内
視
察
に
訪
れ
て
い
る
県
外
の

留
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
展
し
た
各
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
後
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
個
別
相
談

会
を
行
い
ま
し
た
。
出
展
し
た
市
内
企
業
か
ら
は
「
個
別

ブ
ー
ス
で
外
国
人
留
学
生
の
皆
さ
ん
と
お
話
す
る
機
会
が

持
て
、
大
変
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
経
済
活
性
化
と
雇
用
創
出
へ

高
度
外
国
人
材
等
受
入
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
調
査
市
内
視
察

仙
北
市
で
は
、
国
家
戦
略
特
区
の
優
位
性
を
活
か
し
て
、
外

国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
国
内
大
学
の
留
学
生
な
ど
の
高
度
外
国
人

材
な
ど
を
支
援
し
、
活
躍
と
成
長
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

12
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、高
度
外
国
人
材
等
受
入
モ
ニ
タ
ー

調
査
の
市
内
視
察
を
実
施
し
、
学
生
の
約
９
割
が
留
学
生
で
あ

る
新
潟
県
南
魚
沼
市
に
あ
る
国
際
大
学
の
留
学
生
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
２
泊
３
日
の
視
察
で
は
、
わ
ら
び
座
で
シ
ア
タ
ー

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
、
農
家
民
宿
に
宿
泊
し
て
地
元

農
家
と
の
交
流
に
加
え
、
角
館
の
武
家
屋
敷
や
田
沢
湖
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、

合
同
企
業
マ
ッ
チ

ン
グ
会
に
参
加

し
、
市
内
企
業
と

個
別
相
談
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の

ツ
ア
ー
振
り
返
り

で
は
、
参
加
者
か

ら
「
午
前
の
合
同

企
業
マ
ッ
チ
ン
グ

会
が
大
変
参
考
に

な
り
、
仙
北
市
で

の
就
職
を
検
討
し

た
い
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

ツ
ア
ー
振
り
返
り
後
に
記
念
撮
影
。

第
22
回
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
М
大
賞

大
沢
紀
仁
さ
ん
が
審
査
員
特
別
賞
受
賞

秋
田
朝
日
放
送
（
Ａ
Ａ
Ｂ
）
が
主
催
す
る
「
第
22
回
あ
き
た
ふ
る

さ
と
手
作
り
Ｃ
М
大
賞
」
で
、
仙
北
市
の
作
品
「
夢
中
に
な
れ
る
遊

び
場
、
仙
北
市
！
」
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
元
の
魅
力
を
県
内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
仙
北
市
で
は
公
募
し
た
な
か
か

ら
大
沢
紀
仁
さ
ん
（
田
沢
湖
生
保
内
）
に
撮
影
や
編
集
を
依
頼
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

1
月
10
日
に
は
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
秋

田
朝
日
放
送
株
式
会
社
の
荻
原
力
取
締
役
か
ら
、
制
作
し
た
大
沢
さ

ん
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
、
田
口
市
長
へ
副
賞
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今

回
受
賞
し
た
Ｃ
М
は
副
賞
と
し
て
、
本
年
12
月
末
ま
で
50
本
の

Ｃ
М
が
Ａ
Ａ
Ｂ
に
お
い
て
放
送
さ
れ
る
ほ
か
、
Ａ
Ａ
Ｂ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、YouTube

の
Ａ
Ａ
Ｂ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

左から田口市長、大沢さん、秋田朝日放送株式会社の荻原取締役。

大沢さんが制作したＣＭ「夢中になれる遊び場、
仙北市！」はこちらからご覧いただけます。

➡

角
館
高
等
学
校
が
台
湾
高
校
生
と
国
際
交
流

師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
と

　
　
角
館
高
等
学
校
が
学
校
交
流

12
月
5
日
か

ら
8
日
ま
で
、

角
館
高
校
生
徒

７
人
が
台
湾
台

北
市
を
訪
問
し
、

師
範
大
学
附
属

高
級
中
学
（
平

成
27
年
姉
妹
校

締
結
）
の
生
徒

と
学
校
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

5
日
は
台
湾

の
生
徒
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
6
日
は
授

業
を
一
緒
に
受

け
た
ほ
か
学
校

イ
ベ
ン
ト
に
参

加
。
7
日
に
は

台
湾
の
生
徒
に
台
北
市
を
案
内
し
て
も
ら
う
な
ど
友
好
関
係
を
深

め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
が
明
け
て
か
ら
初
め
て
の
現
地
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
し
た
伊
藤
媛
音
さ
ん
は
「
最
初
は
中
国
語
が
通
じ
る
か

不
安
で
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
た
く
さ

ん
会
話
で
き
、授
業
も
楽
し
か
っ
た
。
ほ
ぼ
生
徒
だ
け
で
行
動
し
、

と
て
も
よ
い
経
験
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　神代・角館・西明寺の3小学校の女子選手で
構成している J-Lio Monolies（ジェライオモノ
リース）が、12月 14・15・21・22日の 4日
にわたって開催された「さきがけ2024 第53回
秋田県ミニバスケットボール大会」で、準優勝の
成績を収めました。
　1月14日、市役所西木庁舎を訪れた選手から、
須田教育長へ大会の結果と、2月22日と23日
に青森県弘前市で開催される「第44回東北ミニ
バスケットボール交歓大会」への出場が決まった
ことが報告されました。

J-Lio Monolies（ジェライオモノリース）が準優勝

さきがけ２０２４ 第 53 回秋田県ミニバスケットボール大会

新
年
を
祝
う
書

令
和
7
年

仙
北
市
新
年
書
き
ぞ
め
展

１
月
9
日
か
ら
16
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
を

会
場
に
「
令
和
7
年
仙
北
市
新
年
書
き
ぞ
め
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か

ら
42
点
の
応
募
が
あ
り
、「
は
る
の
光
」「
花
さ

く
里
」
な
ど
学
年
別
の
課
題
を
伸
び
や
か
に
書

き
上
げ
た
作
品
を
展
示
し
、
多
く
の
来
場
者
に

鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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寒
さ
の
中
で
心
身
を
鍛
え
る

実
戦
空
手
道

　
　

武
心
会
の
寒
稽
古

１
月
12
日
、
実
戦
空
手
道
武
心
会
（
湯
澤

浩
一
師
範
）
の
寒
稽
古
が
行
わ
れ
、
県
内
各

道
場
の
門
下
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
角
館
武
道
館
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ

で
神
明
社
へ
移
動
。
社
殿
前
で
の
奉
納
稽
古

で
は
「
せ
い
っ
」
と
気
迫
の
こ
も
っ
た
突
き

や
受
け
な
ど
の
基
本
練
習
に
取
り
組
み
、
武

道
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
お
祓
い
で
は
、
今
年
１
年
の
安
全
と
試

合
で
の
健
闘
を
祈
願
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
の
活
動
に
つ
い
て

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

12
月
18
日
、
仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
が
市

役
所
角
館
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
わ
せ
て

46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
各
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
で
現
在
活
動
中
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
鐘
偉
倫

さ
ん
、中
山
里
沙
さ
ん
、岩
見
谷
慎
太
郎
さ
ん
、佐
藤
成
真
さ
ん
、

溝
口
真
矢
さ
ん
の
５
人
で
す
。

報
告
会
で
は
、
隊
員
か
ら
応
募
の
き
っ
か
け
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
内
容
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
興

味
や
理
解
が
深
ま
り
、
隊
員

に
と
っ
て
も
多
く
の
方
に
直

接
伝
え
る
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

現
時
点
で
、
５
人
の
隊
員

全
員
が
任
期
を
終
え
た
後
も

仙
北
市
に
残
る
意
向
で
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
い
う
熱
い

展
望
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

半
世
紀
以
上
の
歴
史
に
幕

最
後
の
田
沢
地
区

　
　
　
　
　
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

12
月
15
日
、
田
沢
地
区
で
恒
例

行
事
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
田

沢
地
区
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

が
、
田
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
っ
て
続
く
演
芸
会
で

す
。
感
染
症
の
影
響
な
ど
か
ら
、

5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
田
沢
地
区
の
少
子
高
齢
化
、

住
民
の
減
少
に
よ
り
、
実
行
委
員

や
出
演
者
の
確
保
が
難
し
く
、
今

後
の
継
続
が
難
し
い
も
の
と
判
断

し
、
こ
の
演
芸
会
が
最
後
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

高
橋
孝
行
実
行
委
員
長
は
、「
こ

れ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
先
輩
方
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
こ
れ
ま
で
の
長
い

歴
史
に
幕
が
お
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
の
趣
旨
は
、
地

域
住
民
の
交
流
の
場
の
ほ
か
に
、

収
益
や
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
な
ど

で
集
ま
っ
た
お
金
を
寄
付
す
る
活

動
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
東
日
本
大

震
災
時
の
被
災
地
な
ど
に
義
援
金

と
し
て
寄
付
し
た
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
ざ
わ
村
な
ど

に
寄
付
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
最
後
の
開
催
で
集
め

ら
れ
た
募
金
や
こ
れ
ま
で
の
繰
越

金
な
ど
か
ら
、
令
和
６
年
元
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
へ
義
援
金
と
し
て
贈
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

資
源
回
収
活
動
の
収
益
金

生
保
内
中
学
校
生
徒
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
車
い
す
贈
呈

12
月
23
日
、
生
保
内
中
学
校
か
ら
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
田
沢

の
郷
」
へ
車
い
す
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
中
学
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
が
呼
び
か
け
、
全
校
生
徒

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資
源

回
収
活
動
の
収
益
金
を
地
域
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
す
る

も
の
で
、
10
月
に
引
き
続
き
今
年
度
2
台
目
と
な
る
車
い
す
の
贈
呈

と
な
り
ま
し
た
。

田
沢
の
郷
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
、
全
校
生
徒
を
代
表
し
て
Ｊ

Ｒ
Ｃ
委
員
の
三
浦
瑠
華
さ
ん
と
髙
田
芽
衣
さ
ん
が
出
席
し
、「
５
月
か

ら
資
源
回
収
を
始
め
10
月
に
車
い
す
1
台
目
、
12
月
に
2
台
目
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
全
校
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
恩

返
し
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
」

と
話
し
、
同
施
設

の
高
橋
施
設
長
と

太
田
事
務
長
へ
車

い
す
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。受
け
取
っ

た
高
橋
施
設
長
は
、

「
施
設
の
た
め
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
く
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み

を
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

一
般
財
団
法
人
角
館
感
恩
講
が

市
内
の
子
ど
も
へ
向
け
て
支
援

一
般
財
団
法
人
角
館
感
恩
講
で
は
、
令
和
6
年
度
か
ら

新
規
事
業
と
し
て
仙
北
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
11
月
に
、
角
館
こ
ど
も
園
へ
ま
ま
ご
と
キ
ッ
チ

ン
セ
ッ
ト
1
歳
児
・
2
歳
児
用
各
2
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

子ども食堂に設置された手洗い器。

角館こども園へ寄贈されたままごとキッチンセット。

ま
た
、子
ど
も
食
堂（
食

彩
舞
桜
）
へ
ラ
ン
ド
セ
ル

な
ど
の
物
置
棚
と
し
て
シ

ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
4
段
の
ほ

か
、
従
来
設
置
さ
れ
て
い

た
手
洗
い
器
よ
り
大
き
い

サ
イ
ズ
の
手
洗
い
器
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

同
法
人
で
は
、
今
後
も

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
・
孤
食
へ
の
対
応
や
居

場
所
づ
く
り
な
ど
の
支
援

を
行
う
予
定
で
す
。

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から 炭俵製作の伝承へ
角館の火振りかまくら

毎
年
２
月
14
日
に
行
わ
れ
る
小
正
月
行
事
「
角
館
の

火
振
り
か
ま
く
ら
」
で
使
わ
れ
る
炭
俵
を
編
む
職
人
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

火
振
り
か
ま
く
ら
で
は
炭
俵
を
約
１
５
０
０
個
使
用

し
ま
す
が
、
現
在
、
仙
北
市
内
で
炭
俵
を
作
っ
て
い
る

方
は
２
人
。
そ
の
う
ち
の
１
人
、
鈴
木
廣
さ
ん
（
田
沢

湖
生
保
内
）
は
年
間
で
６
０
０
個
か
ら
７
０
０
個
ほ
ど

の
炭
俵
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
炭
俵
製
作
者
を
増
や
し
、
技
術
の
継
承
や
継

続
的
な
生
産
性

を
目
指
し
て
、

１
月
21
日
に
角

館
交
流
セ
ン

タ
ー
で
鈴
木
さ

ん
の
実
演
、
手

順
の
説
明
の
ほ

か
、
参
加
者
の

体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
は
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

➡
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